
 

お知らせ 
平成 28 年２月 23 日 

東 北 地 方 整 備 局 

 

平成 27 年度｢手づくり 郷土
ふるさと

賞｣が選定されました 

～東北管内から『２件』選定～ 

 

本日、平成 27年度｢手づくり 郷土
ふるさと

賞｣(国土交通大臣表彰)の選定について、

国土交通省 総合政策局において記者発表されましたのでお知らせいたします。

別紙を参照ください。 

東北管内からは、秋田県仙北市を拠点とし活動している｢癒しの渓流づくり～

生保内川の自然と防災～｣、山形県長井市を拠点とし活動している｢最上川フッ

トパス～かわからまちへ、まちからかわへ～｣の 2件が一般部門で選定されまし

た。 

今後、｢手づくり 郷土
ふるさと

賞｣の認定証授与式を予定しておりますが、詳細につい

ては、別途お知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜記者発表先＞ 

秋田県政記者会、山形県政記者クラブ、宮城県政記者会、 

東北電力記者会、東北専門記者会 

 

〈問い合わせ先〉 

国土交通省 東北地方整備局  

企画部 企画課 課長補佐 齋藤
さいとう

 克
か つ

浩
ひ ろ

 （内線：3156） 

 TEL:022－225－2171（代表） 



平成２７年度 手づくり郷土賞 【一般部門】 受賞案件概要 東北：２件

癒しの渓流づくり ～生保内川の自然と防災～ （秋田県・仙北市）案件名

▲砂防えん堤周辺のユニバーサルデザイン化により、幅広い方が交流 ▲学生へ教育の場を提供

＜活動内容＞

大暗渠砂防えん堤は、地元医療、福祉関係者を交えた検討
会等によりユニバーサルデザイン施設として、平成１７年度に
完成しました。平成１７年より「癒やしでウォーク」が毎年開催さ
れ、車イスの方、幼稚園児を含め水辺や森林ウォークを楽しむ
１００名以上の人達が交流を深めています。また総合学習とし
ての砂防探検隊等多数の団体の活動の場となっています。さら
に環境と災害をテーマとした市民レベルでのフォーラム等をこ
れまで７回開催し、自然との触れあい、地域防災への意識の向
上に努める活動が続けられています。

ＮＰＯ法人 癒しの渓流・里・まちネット

＜活動主体＞

生保内川遊砂地・生保内大砂防暗渠えん堤
※管理者：秋田県仙北市（散策路）、国土交通省（砂防えん堤）

＜対象となる社会資本団体＞

平成２７年度 手づくり郷土賞 【一般部門】 受賞案件概要 東北：２件

最上川フットパス ～かわからまちへ、まちからかわへ～ （山形県・長井市）案件名

▲地域住民参加型の検討会 ▲フットパスを歩くイベントを開催

＜活動内容＞

長井市は、かつては「最上川舟運」の港町として栄えました
が、その歴史や文化等を観光に活かしきれていませんでした。
川辺を歩くことを楽しむ道「フットパス」が整備されたことに伴い
、平成21年度に観光協会や商工会議所などから組織される約
50人の協議会が組織されました。活動内容としてルートの検討
を実施し、フットパスマップを作成しています。また、平成24年
度からはフットパスを歩くイベントを開催し、参加者数が年々増
加しています。本イベントの実施により、フットパスの認知度が
上がり、河川利用者数も増えています。

長井市かわまちづくり推進協議会

＜活動主体＞

最上川フットパス ※管理者：長井市

＜対象となる社会資本団体＞



 

 

 

国 土 交 通 省 

平成 28 年 2月 23 日 

平成 27 年度「手づくり郷土
ふるさと

賞」を公開審査により選定しました 
 

今般、手づくり郷土
ふるさと

賞選定委員会を開催し、全国各地から寄せられた５０件の応募（一

般部門：３８件、大賞部門：１２件）の中から優れた取組を「手づくり郷土
ふるさと

賞」として

選定いたしましたのでお知らせいたします。一般部門については初めて公開審査会方式

を実施いたしました。 

 

「手づくり郷土
ふるさと

賞」は、社会資本と関わりをもつ地域づくりの優れた取組を表彰し、

好事例として広く全国に紹介することで、個性的で魅力ある地域づくりに向けた取組が

進むことを目的として、昭和 61 年度に創設された国土交通大臣表彰です。平成 27 年度

で 30 回目の開催となりました。 

 

平成 27 年度「手づくり郷土
ふるさと

賞」選定結果 

 選 定 数 

一 般 部 門 １５選 

大 賞 部 門  ７選 

 

   公開審査会(平成 28 日 2 月 20 日開催)の様子    

 

今後、各地方整備局等を通じて、認定証の授与式が行われます。 

選定案件の詳細については、別表 1をご覧ください。 

また、選定された好事例は、ホームページ等を通じて広く全国に紹介する予定です。 

－参 考－ 国土交通大臣表彰「手づくり郷土
ふるさと

賞」ホームページ 

（http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/tedukuri/index.html） 

 

＜同時発表＞ 

 ・北海道開発局  ・東北地方整備局 

 ・関東地方整備局 ・北陸地方整備局 

 ・中部地方整備局 ・近畿地方整備局 

 ・中国地方整備局 ・九州地方整備局 

＜問い合わせ先＞ 
 総合政策局 公共事業企画調整課 
   交流連携事業調整官 田中 敬也 （内線：24513） 
   事業調整第二係長    安部 雅宏 （内線：24524） 

 TEL：03-5253-8111（代表）、課直通：5253-8912 
  FAX：03-5253-1551 

大臣官房 公共事業調査室 
   係員        横山 一史 （内線：24296） 
  TEL：03-5253-8111（代表）、室直通：5253-8258 
   FAX：03-5253-1560 
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《選定案件一覧》 

〈一般部門〉 

地域活動団体 社会資本管理団体

1 北海道 網走郡美幌町
皆でつくろう！手作り魚道
－魚がのぼり、笑顔ひろがる－

駒生川に魚道をつくる会

2 北海道 斜里郡斜里町 流氷を活かすオホーツク流儀のおもてなし活動 しれとこ・ウトロフォーラム２１ 北海道開発局網走開発建設部

3 秋田県 仙北市
癒しの渓流づくり
～生保内川の自然と防災～

特定非営利活動法人
癒しの渓流・里・まちネット

仙北市

4 山形県 長井市
最上川フットパス
～かわからまちへ、まちからかわへ～

長井市かわまちづくり推進協議会 長井市

5 茨城県 筑西市
鬼怒川の荒れた河川敷をお花畑に！交流の場に！
～お花畑から広がるつながりの輪～

鬼怒川を愛する会

6 東京都 小平市
花と緑と笑顔にあふれる街づくり
～小平グリーンロード～

小平市グリーンロード推進協議会

7 北陸 石川県 七尾市 和倉温泉まちなか賑わい再生と景観づくり 七尾市和倉校区地域づくり協議会 七尾市

8 中部 岐阜県 郡上市 清流長良川漁場の再生への取り組み 郡上漁業協同組合 岐阜県

9 滋賀県 東近江市
東近江市尻無町「水源の森」
～いにしえの「長谷掘り抜き」を後世に・・・～

滋賀県立八日市南高等学校
緑地デザイン科

10 京都府 長岡京市
商店街から発信する住民主体の
シティプロモーションモデル

長岡中央商店街振興組合
地域創生委員会　チームアゼリア

11 福井県 大野市 桜が教えてくれたカタクリで地域づくり 矢環境緑化実行委員会

12 鳥取県 琴浦町 鳴り石の浜を舞台にしたまちの活性化プロジェクト 鳴り石の浜プロジェクト 鳥取県、琴浦町

13 山口県 下関市 協働による 花と歴史と安らぎの郷づくり 楢原ゆうあい会 山口県、下関市

14 佐賀県 鹿島市 酒蔵とともに歩むまちづくり
特定非営利活動法人
肥前浜宿水とまちなみの会

鹿島市

15 長崎県 西海市
道路美化活動から始まった地域おこし
～廃校グラウンドが環境農園に生まれ変わった！～

環境美化を考える会

九州

北海道

東北

関東

近畿

中国

No 地整等名
都道
府県

市区町村 案件名

受賞団体

 

 

〈大賞部門〉 

地域活動団体 社会資本管理団体

1 北海道 北海道 滝川市
“空の波打ち際”の創造
～大空に一番近いまちづくり～

公益社団法人
滝川スカイスポーツ振興協会

滝川市

2 関東 東京都 江戸川区 葛西親水四季の道
葛西「四季の道」「新長島川」水と緑に
親しむ会

江戸川区

3 北陸 新潟県 十日町市 大地の芸術祭　越後妻有アートトリエンナーレ 大地の芸術祭実行委員会
十日町市、津南町、
新潟県十日町地域振興局

4 中部 静岡県 静岡市 清水港・みなと色彩計画 清水港・みなと色彩計画推進協議会

5 近畿 京都府 向日市 竹の径・かぐやの夕べ 向日市観光協会

6 福岡県 福岡市 エコシティ福岡をめざして「水と緑とまちづくり」
特定非営利活動法人
はかた夢松原の会

福岡市

7 大分県 日田市
市民の手づくりによる賑わいの創出
～水郷ひた豆田地区（千年あかり）～

千年あかり実行委員会 日田市

案件名

受賞団体

九州

No 地整等名
都道
府県

市区町村

 

（別表１） 




